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あったかじゅうたんを贈ろう！ キャンペーン終了報告 

みなさんありがとうございました。（東日本大震災復興寄付は継続） 

1,142,291円（11月8日現在）集まりました！！ 

 このＭM ですでにお知らせの通り、「パラソル喫茶」（仮設住宅コミュニティづくり支援のための活

動）で、毎月訪問している宮城県東松島市「ひびき工業団地仮設住宅」にお住まいの方々（150世

帯）に対し、冬の暮らしの応援＝暖房対策として「電気カーペット」を贈ろうというキャンペーンが急

遽10月初旬にスタートしました。 
 

 【現在、県も暖房対策として断熱材・二重サッシ・風除室の設置など環境整備が始まったところで

すが暖房器具については、（一部アンケートを取り始めた市町村もありますが）東松島市について

は、貸与ということです。この5・6月入居の150戸には、（こたつなど）暖房器具の支給が全くなく、

寄付でよせられた数台のストーブをめがけ、数十人が抽選に並ぶという風景がありました。】 

 

 こうした我々の緊急の呼びかけに呼応し、全国の方々から、市民協の他、ふれあいネットまつど

アラジンと３つの窓口で、ほぼ3週間の間に、計1,142,291円（8日現在）の寄付金が寄せられました。 

 11月５日（土）には、すでに第１弾に配布された２３枚に加え、１２７枚が仮設住宅に届き、自治会

の役員や世話人の方々のご協力により、対象となるすべての世帯にメッセージとともに配られまし

た。 

 昨日（６日）のパラソルでは、（途中から雨のため、

集会所内にて豚汁とごはんの食事会でした）「本

当にありがとうございました！！」と、にこにこ顔の

みなさんと出会うことができました。 

 しかし、ひとり暮らしの方にとっては、ベットや家

具などをどかして2畳のカーペットを敷きつめる作

業は大変で、なかにはＳＯＳの声がかかり、男性3

名のボランティアにより、“カーペット敷き詰め部隊

“が出動する場面もありました。世話人の方も「でき

なかったら言ってな」と声かけをされていました。 

 「ひと雨降るごとに寒くなるちゃ」とこれから本格的な冬を迎える被災地。なんとか寒くなる前に間

に合ってよかった、と皆で胸をなでおろし岐路につきました。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 現在、東松島市では、現在次々と仮設住宅内での自治会が立ち上がってきています。みなさん

の生活を守ろうと立ち上がった意欲的な何人もの自治会長さん達とも出会いました。 

 行政の復興計画に沿い、被災前に住んでいた地域ごとの集団移転の説明会なども始まりつつ

ありますがたとえ数年間とはいえ、共に暮らす仮設住宅内でのコミュニティづくりや孤立をしないよ

 



うに心配りをする住民同士のたすけあいも徐々に始まってきています。スタッフが常駐するサポー

トセンター拠点も数か所、整備されてきました。 

 これからの我々のかかわりは、単にこちら側が一方的に提供するだけではなく、地域の方々が自

分たちで地域のために動けるためのきっかけづくりあるいはスムーズなすべりだしのための支援な

ど側面的な支援というスタンスが重要になってくると思っています。 

・・・・・・・・・・・・・・・    

＊寄付申込書には、「何かお役に立ちたいと思っていたので」「これであたたかい冬を過ごしてく

ださい」など心のこもったメッセージを添えられていた方もありました。寄付者の名簿とともにまた現

地にお届けしておきます。 みなさま本当にご支援をありがとうございました。 

（牧野史子・近藤明美） 

≪会計報告≫あったかじゅうたんを贈ろう！！ 

≪新規分≫ 

ふれあいネットまつど261,291、介護者サポートネットワークアラジン 120,000 

吉田政子 50,000、コモンズ 52,000、長寿社会文化協会10,000（2名のかたから） 

杏林会10,000、幸の輪20,000、三上安弘30,000、宅老所うれし湯の田5,000、 

ふくふくの里30,000、思いやり支援センターくまの30,000、介護の社会化をすすめる会

10,000、ふぁみりー里18,000、ふれあい富士10,000、かけはし20,000、あかり10,000、

ひなたぼっこ10,000、林みさこ5,000、斉藤久子5,000、 

≪既存分≫ 

佐賀県宅老所連絡会50,000、西田京子50,000、パーソナルケアサービス みもざ（2回目）

90,000、市民助け合いネット50,000、ＷＡＣまごころサービスみやぎ100,000円、 

定永嘉代子20,000、ゆたたり 10,000円、ホームひなたぼっこ50,000円、寺子屋ミニデイ

サービスの会15,000円、パーソナルケアサービスみもざ 40,000円、 

愛コープ港北 10,000円、宮城一万人市民委員会 10,000円、早川能子 10,000円、 

合計金額 1,142,291円≪11月8日現在（通帳記帳金額）≫ 

 

お知らせ1 

市民協主催研修「認定ＮＰＯ法人」推進講座 

～今こそ認定ＮＰＯ～ 
認定ＮＰＯ法人を取得するための手順をわかりやすく解説いたします！新寄付税制と

NPO 法改正が行われ、NPO をとりまく環境が大きく変化しました。認定取得をお考えの方、

ご興味がある方、この機会にぜひご参加ください 

【日 時】２０１１年１２月 7日（水）  13:00～17:00  

第1部 13:00～14:45  新寄付税制と改正 NPO 法の概要と理解のポイント 

第2部 15:00～16:30  認定 NPO 申請にむけた対策と申請手続きについて 

6:30～17:00  質疑・応答  

【場 所】日本女子会館4Ｆ 市民協会議室 

【定 員】先着 ２５名 …… 受講が確定しましたら「受講票」をお送りいたしますの

で、当日受講料をお支払いください。 

【講 師】柱山 歩 氏 （税理士、NPO 会計税務専門家ネットワーク、社会保険労務士） 

【受講料】5,000円   

お申込みはこちらから・・・・http://www.seniornet.ne.jp/2011/10/2011127.html 

 

 

http://www.seniornet.ne.jp/2011/10/2011127.html


ホームヘルパー2級研修（市民協主催）が東京会場、仙台

会場で始まります。（受講料無料！！） 

参加希望者は市民協事務局までご連絡を！！ 

 
 

イギリス視察報告③  
ＣＯＭＰＡＣＴ ＶＯＩＣＥ   

                  ＮＰＯ法人 ACOBA（我孫子市） 奥野不二子 

 今回の研修に参加して初めて「ＣＯＭＰＡＣＴ ＶＯＩＣＥ」を知った。出発前に市民協から送られ

てきた資料によると、全英ボランタリー団体協議会の中の代表的組織となっている。そもそもコンパ

クトとは行政府機関とＮＰＯとのパートナーシッップを規定した協定書であるが、日本でも英国のコ

ンパクトに習い、不充分ながらも自治体と NPOの協働指針が作られたと言う。 

 コンパクトボイスでは二人のマネージャーから説明を受け、コンパクトについての資料もいただい

た。以下は私が得た“Ｗｈａｔ ｉｓ ｔｈｅ Ｃｏｍｐａｃｔ？”の答えである。 

 

 英国の市民社会を構成する最大のセクターが一般チャリティ（日本のＮＰＯに近い組織）と呼ば

れる狭義のボランタリーセクターである。1998年ブレア政権下で政府とボランタリーセクターの代表

者との間でコンパクト（協定、覚書）が締結され、その後地方自治体と各地方のボランタリーセクタ

ーとの間で203のローカルコンパクトが成立している。コンパクトは行政とボランタリーセクター双方

が協働する際に守るべきルールをあらかじめ定めた法的拘束力をもたない紳士協定であり、公的

セクターとボランタリーセクターとの間のよきパートナーシップの実現を目的とする。 

 コンパクトボイスは主要なチャリティを含む2300以上のメンバーで構成されており、コンパクトにお

いてボランタリー・コミュニティセクターの声を代表し署名する。コンパクトボイスの役割、仕事として、

政策提言、議員への働きかけ、情報収集分析、ニュースレター発行、質問、相談に応じるヘルプ

デスク等が挙げられる。 

 

 2010年に新しくなったコンパクトでは、財政関係削減や停止の3か月前の予告やインフラ支援、

フルコストリカバリ―支援、新政策についての関係者との協議、検討などが強調されている。政府

の所轄官庁はコンパクトに同意し、コンパクトは法律によって支持されているが、地域によってはコ

ンパクトが軽視されるケースもあるようだ。 

 ブレアはコンパクトのコアを作ってくれたが、現政権は独立を求め財政面での援助は少ない。コ

ンパクトは期待されたような効果をあげていないという問題はあるようだが、コンパクト資料の結び

の言葉は、「コンパクトは地方でも全国レベルでも支持されている。コンパクトなくして「大きな社会」

の実現は困難である」となっている。 

 

私が所属する ACOBAは指定管理がメイン事業の1つであり、県からの委託事業や補助金事

業が最近増えているが、委託事業において行政と NPOの間に対等な関係があるとは思えない。

下請けを上手にやろうというのが実感である。真の協働関係を築くためには日本のＮＰＯがまとま

らなければならない。我孫子市には50近いＮＰＯがある。元々あった連絡会を発展解消させた「あ

びこＮＰＯ法人連絡協議会」を昨年発足させ、ＡＣＯＢＡはその事務局を担っている。これまでの事

業は加盟21団体の情報交換とセミナー開催であるが、各地のＮＰＯ連絡協議会が連携し全国的

ＮＰＯ協議会へと結集する日が近いことを願う。 

 

 



  冬の節電対策についてのお願い（厚生労働省老健局推進課より） 
「冬季の省エネルギー対策について」は、省エネルギー・省資源対策推進会議省庁連絡会議に

おいて別添ファイルのとおり決定され、内閣府政策統括官（共生社会政策担当）から当省官房長

宛てに通知がありましたので、下記ＵＲＬにてご覧ください。 

http://www.seniornet.ne.jp/2011/11/post-123.html 
 

お知らせ2 

第171回 J.I.フォーラム 11月28日（月）開催 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

        「東北の伝統産業を生きかえらせよう 

 東北の伝統産業の多くは震災で瀕死の状態です。主要産業と違い、行政 や大企業の救いの

手も届きません。「衰退産業だから」仕方ないのでしょうか。伝統産業が含み持っている技術、素

材、人のつながりの中には、現代の生活や産業のバックボーンをなす知恵が限りなくあります。だ

からこそ、どこの国でも大事にしているのです。行政や学者の復興プランは現実には使えないもの

が多いのです。そこで、職人や経験者ととことん話し合い、人や金をつないで復活、再生に奔走し

ている３人の方に熱のこもった話をして頂きます。 

 

○日時： 平成２３年１１月２８日（月） ※以前のご案内から変わりました。 

○会場： 日本財団ビル２階・大会議室      港区赤坂1-2-2 TEL 03-6229-5111 

         ※会場のセキュリティの都合上、本案内状を会場１階で提出してください。 

○開演： 午後６時３０分（開場：午後６時００分） 

○ゲスト：坂本 忠弘（地域共創ネットワーク株式会社 代表取締役） 

     田中 陽子（暮らしのクラフトゆずりは 店主） 

     若林 洋一（仙北信用組合前理事長） 

 コーディネーター：加藤 秀樹 (構想日本 代表) 

○フォーラム参加費： 2000円 

○懇親会参加費： 4000円（ご希望の方は下記懇親会参加に○印をつけてください） 

  ※ゲストを囲んで、下記の会場で懇親会を開催いたします。 

  ※懇親会をキャンセルされる場合は必ずご連絡くださいますようお願いいたします。 

   懇親会直前キャンセルの場合は、キャンセル料を申し受けます。 

    「頤和園（いわえん）溜池山王店」 港区赤坂1-1-12 TEL 03-3584-4531 

    （http://www.iwaen.co.jp/tameike） 
-------------------------------------------------------------------- 

 参加ご希望の方は、【11月27日まで】に出欠の是非を、下記のメールアドレス 

 にお申し込み下さい。 

  forum@kosonippon.org 

 お名前 

 所属 

 ご連絡先 

 懇親会に     参加する      参加しない 

※懇親会直前キャンセルの場合は、キャンセル料を申し受けます。 

-------------------------------------------------------------------- 

＊参加申し込みに関するお問い合せは、  事務局 木下明美まで。TEL 03-5275-5665 

＊内容に関するお問い合せは、   フォーラム担当 西田陽光まで。TEL 03-5275-5607 

＊今後の開催予定日： １２月２１日（水）、１月３１日（火） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

http://www.seniornet.ne.jp/2011/11/post-123.html


11月13日 シンポジウム「震災時の移動サービスについて」 

             ―東日本大震災時の状況と今後の課題― 
 

 甚大な被害を受けた石巻地域の事例を基にして、震災による公共交通機関の被害実態と、 

その復旧状況、併せて、震災以来、被災者に対して現在も継続されている NPO、ボランティア等

による移動支援活動について理解し、今後の震災時における移動支援の課題と対策を検討しま

す。 

 日時：2011年11月13日（日） 13時～16時30分 

 会場：仙台市 シルバーセンター 第1研修室（７F） 

     （〒980-0013 仙台市青葉区花京院１－３－２ TEL.022-215-4140）  

 対象：市町村の交通・福祉関係者、社会福祉協議会関係者、介護・福祉施設関係者、 

     障がい者福祉施設 関係者、医療施設関係者、福祉タクシー事業関係者、 

NPO移動サービス関係者、等 

 参加費：無料（復興支援募金箱あり） 

 主催：NPO移動サービスネットワークみやぎ、 

共催：NPO全国移動サービスネットワーク 

 後援：国土交通省宮城運輸支局、宮城県、宮城県社会福祉協議会 

   ＜プログラム＞ 

 オープニング挨拶：国交省宮城運輸支局長 熊沢 治夫氏 

 事例報告：石巻市総合政策課長 及川伸一氏 

      NPO 移動支援 Rera 代表 竹田 保氏 

 パネルディスカッション： 

 パネラー（順不同）宮城大学教授：徳永 幸之氏、 

NPO全国移動ネット 理事：杉本 依子氏、有）フタバタクシー社長：及川 孝氏、 

NPOささえ愛山元 理事長：中村 怜子氏 

コーディネーター 宮城県社会福祉協議会 係長 北川 進氏 

質疑応答 クロージング挨拶：移動ネットみやぎ理事長 坂井 正義氏 

 

全国移動ネットさんからのお知らせ・・・・・・ 
全国移動ネットは日本財団の助成をうけ、2009年度は住民主体の視点を多く持つ手段として

「過疎地有償運送」を取材・調査しました。 

その視点を踏まえ、2010年度は手段を問わず様々な住民本位の移動手段の事例調査を行いまし

た。 

2011年度は、「Aコース：東日本大震災の被災地での移動確保」と「B・Cコース：都市部の交通

空白地域を解消するサービス」をテーマとしてセミナーおよび取材調査ツアーを行います。 

おかげ様を持ちまして、「A(岩手)コース調査取材ツアー（8/19.20）」はご好評のうち終了いたしま

した。 

現在、「B(岩手)コース調査取材ツアー（12/16）」の募集をしております。 

関心をお持ちの方のご参加をお待ちしております。 

●Bコース 旅 程 

１２／１６（金）１１時～１９時３０分 

 ■現地視察…………住民運営・住民運行の「のりあいバス」視察（大和市西鶴間「のりあい」） 

 ■セミナー…………神奈川で生まれた市民主体の地域交通5事例からの報告＆セミナー 

 ■ワークショップ…地域交通への市民参画の合意形成を学ぶワークショップ 

※Ｂコースは1日のプログラムです。 

※アドバイザー（研究者）と主催者（交通空白地域の移動を考える研究調査委員）が同行します。 



●参加費 1,000円 旅費の半額程度と宿泊費の補助を予定。食事代は各自でご負担いただきま

す。 

●お申込み  定員10名。１２月２日（金）〆切。 

申込用紙にご記入後、FAXして下さい。追って、詳細をお知らせいたします。 

一部の行程のみの参加をご希望の方は事務局までお電話ください。 

主催・お問合せ先 NPO法人 全国移動サービスネットワーク(全国移動ネット) 

〒156-0055 東京都世田谷区船橋１－１－２ 山崎ビル204号 

TEL：03-3706-0626 FAX：03-3706-0661 

（事務所開設時間：10:30-16:30 水・土・日祝を除く） 

ご案内チラシ、申込書は下記から 

http://www.zenkoku-ido.net/temp/111216kanagawa.doc 

 

 

市民協 東日本災害支援 支援金は下記口座へお願いいたします。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

市民協 東日本災害支援 支援金口座 送金先 ：三井住友銀行 浜松町支店   

（普通）９１０１１７１ 口座名 特定非営利活動法人 市民福祉団体全国協議会 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

自動車保険は、全労済のマイカー共済へ！ 

  「頼れる補償、大きな安心」をお届けします。 
 ご希望の補償内容に沿った見積もりをいたしますので まずは市民協にご連絡を！          

福祉有償運送車両に対して、全労済のマイカー共済は補償が適用されます。 

 

（有償による輸送で使用する自家用自動車について保障を広げていますので、ご加入いただけま

す。）   
 

  資料請求・掛金のお見積りを希望の方は 

   こちらから ⇒ http://www.seniornet.ne.jp/2011/10/post-121.html 

見積り依頼書を FAXで市民協までお送りください。全労済から資料と見積書をお届けします。  

グランマリバーサイド立川 

高齢者賃貸住宅入居者募集中です！！  

 

 

 

詳細はこちらから・・・・・・・http://www.granma.jp/riverside-t/index.html 
........................................................................................................................................................................................ 

★介護サービスさくら ★おもいやり支援センターくまの ★グリーンコープ ★ 

★たすけあい佐賀★全労済★宅老所を全国に広める会★一般社団法人 市民事業支援機構★ 
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